





















仏頂 ・白傘蓋仏頂 ・（尊）勝仏頂等の名が挙げられるが、これらは独立した経典 ・


















干潟龍祥 「仏］頁尊勝陀羅尼経諸伝の研究j（『密教研究』 68所収、 1939年）
那須政隆 「仏頂尊勝陀羅尼経の翻訳についてJ





























8 No. 969彦保述 『仏頂最勝陀羅尼経序』
（永淳元年、 680年製作。地婆詞羅訳の経序）
@) No.2153明佳篇 『大周刊定衆経目録』（695年編纂）
























頂呪経井功能』の名前を挙げている（『大正蔵』第 55巻 271頁c段）。＠ 『大周
刊定衆経目録』第四では、同文献について尊勝陀羅尼経と「岡本別訳」と説明
し、「右、 武帝宝定＜：i~~違い）四年に闇那耶舎等、長安旧城の四天王寺に於いて















① No・968 杜行額訳 『仏頂尊勝陀羅尼経』（＠・＠・＠・＠儀鳳四年、 679年翻訳）
② No.969 地婆詞羅訳 『仏頂最勝陀羅尼経』
（＠永隆元年、 680年翻訳。＠・＠・＠永淳元年、 682年）
③ No.967 仏陀波利訳 『仏頂尊勝陀羅尼経』（＠・＠・＠永淳二年、 683年翻訳）
⑤ No.970 地婆詞羅訳 『最勝仏頂陀羅尼浄除業障呪経』
（＠に依れば687年間の再訳か。しかし＠に入録しないことから 695～730
年に成立した可能性もある）












































































〔 証発語 〕 替、智






































































































































































0 武徹記前半（大 3ムafl~5-38~~c 段：！）： 「仏頂尊勝陀羅尼j ・・・・・・・金剛智訳本？















































































































































































1）出自 I 2）人柄 I 3）入寂
4.恵果の思想、
1）師事 I 2）受法 I 3）授法 I 4）著作
5.恵、果の密教付法上の位置
1）密教付法全体における位置
2）日本密教における位置一空海との関わり
6.結論
1.序論
朴竣爽＜大正大学博士課程＞
恵果和尚（746～805）は密教僧として、中国唐代の人物である。日本における真
言宗の開創者である空海は 804年入唐して恵果に師事し、師の入寂まで、たっ
た六ヶ月の聞に密教相承の印可を受けることとなる。印度から中国へ、またそ
れが日本まで広がることができたのはこういった阿闇梨聞の秘密相承があった
からこそあり得たといえる。恵果の門下には中国僧のみならず、新羅からの恵
日、ジャワ（詞陵園）からの排弘などがあり、活躍していた。唐代の長安は密教輿
